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【工事・業務概要】
富山県 下新川郡 朝日町 東草野地先において、冬期
間の寄り回り波（富山湾特有の比較的周期の長いうねり
性の 高波）や台風が起因の高波等から国土を保守する
海岸保全施設の既設人工リーフの改良を行い、地域の安
全と暮らしを守る工事である。

［ＩＣＴ施工導入による効果］
●工期・作業の簡素化：
従来技術と比較した場合、実働で２２日の工期短縮、
作業人員、延べ約６０人分の削減
●作業効率向上、出来形管理精度向上、安全性向上
ブロック据付支援システム・面管理の導入により本体ブ
ロックの作業効率と据付精度が向上した。また、従来の写
真・ビデオによる確認よりも的確に平坦性を確認できた。

3次元点群データによる出来形管理では、水中部での潜
水士による寸法測定や水中出来形写真の撮影がなく危
険リスクを排除できた。
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［被災した人工リーフ］
・ブロックが被災し、マウンド材が洗掘される

［改良した人工リーフ］
・既設ブロック4tから上位規格である10ｔへ改良を実施

［ICT施工：ブロック据付時の支援システム導入］

［工事概要 人工リーフ］

■支援システムモニター映像

■クレーン操作室

［ICT施工：段階確認方法の一新（３次元点群データによる出来形管理）］
■従来 ■今回

・点群データによる延長計測（水中部）岩石は、200～1,000kg/個

平坦性（岩石の敷均し後）

面管理（ヒートマップ）

沖側

支援システムモニター

（平坦性確認）
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小型ﾅﾛｰﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑ測深ｼｽﾃﾑによる深浅測量

飛散ﾌﾞﾛｯｸ（既設ﾌﾞﾛｯｸ4t）

堤体マウンドの崩壊

岩石200～1,000kg

測量船

NMBソナーヘッ
ド

（水深-1.0m）
T.P.-2.0m

飛散ブロック4ｔ

・インフラDXの推奨により、海岸工事の深浅測量は
「ナローマルチビーム測深（以下NMB測深）」が普及
しているが、本工事は冬季風浪や寄り回り波等により
既設ブロック等の飛散で、水深が浅い箇所があるため、
通常のNMB測深は使用できない。

【 通常のNMBによる深浅測量 】

NMBソナーヘッド
（水深1.0m程度）

ソナーヘッド
（水深-
0.2m）

GNSSアンテナ

【 航空写真（上空より望む）】 【 3次元点群データ 】

⇐西側 東側 ⇒ ⇐西側 東側 ⇒

【 小型無人ﾎﾞｰﾄ搭載型NMB概要 】 【 点群データ取得状況 】

【 通常のNMBによる深浅測量の懸案事項 】

【 測定箇所の現況 】

接触

〔懸案事項〕

・「小型無人ボート搭載型NMB」を活用して深浅測量
を行った。ソナーヘッドの水深が浅いため、本工事の
現場条件である浅海域においても安全且つ効率的に
深浅測量データを取得することができた。

〔懸案事項に対する対応策〕
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ブロック据付時の支援システム導入 3次元点群データによる出来形管理

クレーンブーム位置

≪新技術≫
パソコン・無線LAN

GPSアンテナ

GPSアンテナ

VRS情報受信

GPSデータを受
信
し、オペレーターに
据付位置を誘導
表示する。

GPSデータを受信
し、起重機船を所定
の位置へ誘導する。

水中位置検測

パソコン・無線LAN・GNSS受信機・VRS通信端
末

水中位置検知

【 クレーン操縦室 】

【 ブロック据付支援システム概要 】

・水中部の施工位置と起重機船の位置を「見える化」
とすることで、起重機船オペレーターから視認しにく
い水中部の据付をサポートし、作業効率の向上と手戻
りのない正確な据付作業を実施した。

誘導位置

起重機船位置

【 3次元点群データによる出来形確認）】

ブロック据付管理番号

【 ヒートマップ出来形管理図 】

【 水中写真による寸法測定】

【 レベルによる基準高測定】

≪従来≫

・各工種完了後に点群データを取得することで、
段階確認を省略することができるとともに、机上
確認での段階確認となるため、気象・海象条件を
考慮することなく実施することができた。
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